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て
は
、
現
在
鏡
沼
工
区
及
び
高
久

田
工
区
の
一
般
住
宅
並
び
に
道
路

側
溝
の
発
注
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
農
作
物
や

学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
汚
染
検

査
に
つ
い
て
は
、
基
準
値
を
超
え

る
食
材
は
検
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。鏡

石
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、

駅
に
降
り
て
み
た
く
な
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
や
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
須
賀
川
駅
の
協
力
の
下
、

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
も
開
催
さ

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
期
間
で

実
施
さ
れ
る
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
町
の
代
表
的

な
素
材
で
あ
る
桜
や
ア
ヤ
メ
・
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
を
メ
イ
ン
と
し
て
、

鏡
石
の
名
所
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
度
の
主
な
主
要
事
業
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

一
般
住
宅
の
除
染
事
業
に
つ
い

第
16
回
町
議
会
定
例
会
が
６

月
４
日
㈭
か
ら
６
月
９
日
㈫
ま

で
の
５
日
間
で
開
催
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
原
案
の

と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◉
一
般
会
計
に
３
２
，
２
０
０
千

円
補
正

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

３
２
，
２
０
０
千
円
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
57
億
２
２
，

２
０
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、
臨

町
長
説
明
要
旨

れ
広
く
本
町
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、
今

後
も
町
内
外
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を

続
け
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

町
民
相
互
の
「
絆
」
す
な
わ
ち
「
や

さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
」
と
一
歩
先

を
目
指
す
「
復
興
と
進
化
」
を
基

本
理
念
に
、
５
つ
の
行
政
分
野
別

目
標
を
掲
げ
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
健

康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
知

症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
に
「
健

康
寿
命
」
を
延
ば
し
、
活
動
的
な

85
歳
を
目
指
し
て
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
が
ん
検
診
、
総
合
検
診
及
び

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
各
種
健
診
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
高

齢
者
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ハ
ッ

ピ
ー
イ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

を
開
始
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧

建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
築
物

の
耐
震
診
断
及
び
補
強
計
画
の
策

定
と
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

基
準
に
適
合
し
な
い
と
診
断
さ
れ

た
建
築
物
の
、
耐
震
改
修
に
対
す

る
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

木
造
住
宅
に
耐
震
診
断
者
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
と
補
強
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
住
宅

①
町
内
の
木
造
住
宅

②
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅

④
木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

⑤
過
去
に
町
耐
震
診
断
事
業
を
利

用
し
て
い
な
い
こ
と

▼
費
用
負
担
に
つ
い
て

　

耐
震
診
断
に
係
る
費
用
の
一

部
と
し
て
、
一
診
断
に
つ
き
一
律

８
千
円
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

平
成
27
年
８
月
31
日

▼
申
し
込
み
方
法

　

都
市
建
設
課
窓
口
に
て
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度

　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
対

し
、
工
事
内
容
に
応
じ
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
住
宅

①
町
内
の
木
造
住
宅

②
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅

④
木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

⑤
耐
震
診
断
に
よ
り
耐
震
基
準
に

適
合
し
な
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の

⑥
建
築
基
準
法
に
違
反
し
て
い
な

い
も
の

▼
助
成
対
象
と
な
る
工
事

①
一
般
耐
震
改
修
工
事

②
簡
易
耐
震
改
修
工
事

③
部
分
耐
震
改
修
工
事

▼
補
助
金
の
額

①
一
般
耐
震
改
修
工
事
費
の
１

／
２
に
相
当
す
る
額
（
上
限
額

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
及
び

　
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

１
０
０
万
円
）

②
簡
易
耐
震
改
修
工
事
費
の
１
／

２
に
相
当
す
る
額
（
上
限
額
60
万

円
）

③
部
分
耐
震
改
修
工
事
費
の
１
／

２
に
相
当
す
る
額
（
上
限
額
60
万

円
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
前
に
工
事
契
約
ま
た
は
工

事
着
手
し
た
場
合
は
補
助
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
都
市
建

設
課
窓
口
に
て
事
前
相
談
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
派
遣
事
業
と
助
成
制
度
の
応
募

者
が
多
数
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課　

☎
62
－
２
１
１
６

　この特別弔慰金は、戦没者等の遺族に対して国として改めて弔慰の意を表すため、戦没者等の死
亡当時の遺族のうち、恩給法による公務扶助料等や遺族年金等の受給権のある方がいない場合に、
支給順位により遺族の方一人に支給されますので、まだ請求されていない遺族の方は忘れずに請求
してください。
◆請求対象遺族
・平成 27 年 4 月 1 日（基準日）現在ご健在であること。
・その遺族が戦没者等死亡日以前に産まれていること。（子については戦没者等死亡当時の胎児も含む）
・恩給法による公務扶助料等や、戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金等の受給権のある方　
  がいないこと。
◆支給順位
　①弔慰金の受給権者　②戦没者等の子　③父母　④孫　⑤祖父母　⑥兄弟姉妹
　⑦戦没者等の葬祭を行った三親等内親族　⑧⑦以外の三親等内親族
　( 戦没者等が死亡当時、戦没者等と生計関係を有していることが条件となります )
　※上記の方以外でも請求できる場合がありますので、詳しくは健康福祉課までお問い合わせください。
◆支給内容　額面 25 万円、5 年償還の記名国債
◆請求期限　平成 30 年 4 月 2 日まで

◦請求・問い合わせ先　健康福祉課　☎ 62－2115

<戦没者等の遺族に対する特別弔慰金>

第 16回　　
鏡石町議会定例会

時
福
祉
給
付
費
国
庫
補
助
金
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付

金
国
庫
補
助
金
、
観
光
力
づ
く
り

支
援
事
業
県
補
助
金
な
ど
の
増
額

で
す
。

◉
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

１
９
，
０
１
２
千
円
補
正

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
で
は
、
１
９
，
０
１
２
千

円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
予
算
総
額
は
、
16
億
５
４
，

２
８
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、
国
民
健

康
保
険
税
率
及
び
前
年
の
所
得
確

定
に
伴
う
財
源
内
訳
の
組
み
替
え

に
伴
う
減
額
で
す
。

◉
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

⃝

鏡
石
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
・
大

規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
契
約
の
相
手
方
】

髙
田
工
業
株
式
会
社
須
賀
川
支
店

支
店
長　

角
田　

真
美

【
契
約
金
額
】

　

２
億
６
８
，
９
２
０
千
円

◉
そ
の
他
の
主
な
提
出
議
案

⃝

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

⃝

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

⃝

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

◆
休
日
（
日
曜
日
）
議
会
開
催

　

６
月
７
日
㈰
、
鏡
石
町
議
会
に

お
い
て
、
休
日
（
日
曜
日
）
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
日
（
日
曜
日
）
議
会
は
、
３

年
前
に
初
め
て
行
っ
て
か
ら
２
回

目
と
な
る
開
催
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
議
会
傍
聴
の
機
会
を
容
易

に
す
る
と
と
も
に
、
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
趣
旨
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

会
を
傍
聴
し
た
町
民
の
み
な
さ
ん

は
、
自
分
た
ち
が
選
出
し
た
議
員

の
質
問
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。


